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自
由
で
多
声
的
な
休
憩
時
間
の
喪
失

―
井
伏
鱒
二
「
休
憩
時
間
」
論

―

松
　
原
　
歩
　
夢

は
じ
め
に

　

井
伏
鱒
二
の
短
編
小
説
「
休
憩
時
間
」
は
、
一
九
三
〇
年
二
月
に
『
新

青
年
』
に
初
め
て
発
表
さ
れ
、
同
年
新
潮
社
よ
り
出
版
さ
れ
た
『
夜
ふ
け

と
梅
の
花
』
に
収
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
六
四
年
に
筑
摩
書
房
か
ら

出
版
さ
れ
た
『
井
伏
鱒
二
全
集
』
第
一
巻
や
、
新
潮
社
よ
り
一
九
八
五
年

に
出
版
さ
れ
た
『
井
伏
鱒
二
自
選
全
集
』
第
一
巻
な
ど
の
全
集
に
収
録
さ

れ
て
い
る
。

　

同
時
代
評
と
し
て
は
、
「
休
憩
時
間
」
に
つ
い
て
管
見
の
限
り
、
直
接

ふ
れ
て
い
る
も
の
が
な
い
た
め
、
同
年
一
月
に
『
新
潮
』
に
発
表
さ
れ
た

「
ジ
ヨ
セ
フ
と
女
子
大
学
生
」
に
つ
い
て
の
も
の
を
挙
げ
る
。
加
藤
武
雄
「
文

藝
月
評
（
読
ん
だ
も
の
か
ら
）「
新
潮
」
「
近
代
生
活
」
「
文
学
時
代
」
」
（
『
新

潮
』
一
九
三
〇
・
二
）
の
「
非
常
に
い
い
ユ
ウ
モ
ア
が
あ
る
。
井
伏
氏
の
評

判
は
聞
く
事
久
し
か
つ
た
が
、
そ
の
作
品
に
接
す
る
の
は
こ
れ
が
初
め
て

で
あ
つ
た
。
〔
中
略
〕
最
後
の
一
節
は
、
す
こ
し
薬
が
利
き
過
ぎ
、
あ
ら

ず
も
が
な
の
感
が
あ
る
。
」
や
、
雅
川
滉
「
新
年
号
小
説
評
」
（
『
三
田
文
学
』

一
九
三
〇
・
二
）
の
「
こ
れ
ま
で
、
彼
の
芸
術
に
関
し
て
余
り
に
も
反
対
者

が
多
か
つ
た
の
で
、
断
然
自
慰
と
芸
術
と
の
区
別
に
つ
い
て
説
き
重
ね
て

き
た
の
だ
が
、
今
や
彼
の
盛
名
は
隆
々
と･

･
･
･
･
･

そ
こ
で
悪
口
を
云
い

だ
し
て
も
い
い
筈
だ
。
」
な
ど
が
あ
り
、
井
伏
が
有
名
に
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
や
、
井
伏
作
品
に
あ
る
ユ
ー
モ
ア
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

先
行
研
究
で
は
「
休
憩
時
間
」
が
考
察
の
主
な
対
象
と
な
っ
た
も
の
は

管
見
の
限
り
な
く
、
い
ま
だ
本
格
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
熊
沢

帆
乃
佳
「
「
翻
訳
者
」
と
し
て
の
井
伏
鱒
二　

『
鯉
』
を
中
心
と
し
て
」（
『
玉

藻
』
二
〇
一
七
・
三
）
は
「
『
休
憩
時
間
』
は
〔
中
略
〕
井
伏
の
青
春
時
代
の

実
体
験
を
下
敷
き
に
し
て
お
り
、
〔
中
略
〕
「
青
木
南
八
」
と
い
う
回
想
録

の
一
場
面
に
加
筆
修
正
し
、
小
説
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
や
「
作
品
中

で
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
詩
は
学
生
た
ち
の
青
春
時
代
の
は
か
な
さ
、
貴
重
さ
を
表

す
と
い
う
重
要
な
機
能
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
と
し
、
改
稿
さ
れ

る
前
の
本
文
に
は
な
い
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
詩
の
描
写
に
着
目
し
、
本
作
を
「
青
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春
」
の
貴
重
さ
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
「
休
憩
時
間
」
は
他
作
品
の
研
究
の
中
で
類
似
作
品
の

一
つ
と
し
て
ふ
れ
ら
れ
る
よ
う
な
形
で
の
み
扱
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

当
時
の
大
学
に
お
け
る
休
憩
時
間
の
様
子
が
、
学
生
の
視
点
で
詳
細
に
描

か
れ
た
本
作
を
個
別
の
論
で
検
討
す
る
こ
と
は
、
大
学
や
学
生
の
在
り
よ

う
を
歴
史
的
に
捉
え
な
お
す
上
で
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
本
作
は
「
青
木

南
八
」
と
い
う
作
品
の
題
名
や
内
容
を
改
変
し
、
新
た
な
作
品
と
し
て
発

表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
詳
細
に
ふ
れ
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
改
稿
に
よ
る
本
文
異
同
を
分
析
し
て
本
作
を
読
み
な
お
す
こ
と

は
必
要
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
本
研
究
で
は
、
先
行
研
究
で
は
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
一
九
一
九
年
前
後
の
文
学
部
生
や
文
学
に
ま
つ
わ
る
言
説
を
注
釈
し
つ

つ
、
語
り
の
現
在
時
点
で
あ
る
一
九
三
〇
年
前
後
の
文
学
部
生
に
ま
つ
わ

る
言
説
と
作
品
内
容
と
の
比
較
・
考
察
を
行
い
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
に
関
す

る
理
論
を
援
用
し
な
が
ら
回
想
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
本
作
品

を
読
み
な
お
す
。
ま
た
、
本
作
と
「
青
木
南
八
」
の
異
同
に
つ
い
て
考
察

す
る
こ
と
で
作
品
が
持
つ
性
質
を
捉
え
な
お
し
て
い
く
。

　

本
作
は
、
様
々
な
思
想
が
混
在
す
る
自
由
で
多
声
的
な
教
室
が
、
社
会

不
況
の
煽
り
を
う
け
た
大
学
の
支
配
的
な
指
導
体
制
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て

い
く
様
子
を
詳
細
に
描
き
、
回
想
と
い
う
語
り
を
用
い
る
こ
と
で
大
学
の

在
り
よ
う
を
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
改
稿
作
業
に
よ
っ
て
、

個
人
的
題
材
を
取
り
扱
う
物
語
か
ら
の
脱
却
を
図
る
こ
と
で
、
「
休
憩
時

間
」が
有
す
る
歴
史
的
な
批
評
性
を
、
よ
り
鮮
明
に
読
者
に
提
示
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
ま
ず
、
作
中
時
間
や
作
品
舞
台
を
特
定
し
、
語
り
手
に
よ
っ

て
回
想
さ
れ
る
一
九
一
九
年
前
後
の
学
生
や
大
学
の
在
り
よ
う
を
考
察
す

る
。

一　

回
想
さ
れ
る
大
学
と
文
学
部
生

　

本
作
品
の
梗
概
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
学
生
時
代
の
「
私
」
は
、
日

本
文
学
史
的
に
由
緒
深
い
場
所
で
あ
る
文
科
第
七
番
教
室
に
て
休
憩
時
間

を
過
ご
し
て
い
た
。
教
室
に
い
る
学
生
た
ち
の
中
に
、
下
駄
ば
き
で
黒
板

に
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
詩
を
書
く
学
生
が
い
た
。
不
運
な
こ
と
に
、
そ
こ
へ
見
回

り
の
者
が
通
り
か
か
り
、
そ
の
学
生
を
規
則
違
反
で
捕
ま
え
る
。
そ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
教
室
内
の
学
生
た
ち
は
演
説
を
し
た
り
、
英
文
詩
を
書
い

た
り
、
自
身
の
主
張
と
共
に
教
室
を
去
る
な
ど
様
々
な
行
動
を
起
こ
す
。

そ
し
て
、
現
在
の
「
私
」
は
こ
れ
ら
青
春
の
一
幕
に
つ
い
て
考
え
を
め
ぐ

ら
す
の
で
あ
っ
た
。

　

「
休
憩
時
間
」
で
は
最
終
段
落
に
「

―
今
は
最
早
、
私
は
知
つ
て
ゐ

る

―
青
春
と
は
、
常
に
こ
の
類
ひ
の
一
幕
喜
劇
の
一
続
き
で
あ
る
。
〔
中

略
〕
さ
う
し
て
、
休
憩
時
間
な
ぞ
は
、
そ
の
楽
し
い
追
憶
以
外
に
は
決
し

て･
･
･
･
･
･
･
･

」
（
初
出
本
文
よ
り
引
用
、
六
六
頁
。
以
下
頁
数
の
み
を
記
す
）
と

い
う
描
写
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
作
品
は
あ
る
時
点
か
ら
、
「
私
」

が
学
生
時
代
を
回
想
し
て
い
る
物
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、

物
語
内
で
は
回
想
し
て
い
る
時
点
と
、
過
去
の
思
い
出
に
当
た
る
学
生
時

代
の
二
つ
の
時
間
軸
が
後
説
法
を
用
い
て
描
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
私
」

『フェンスレス』オンライン版 第7号(2024/01/20発行)
　　　　占領開拓期文化研究会 senryokaitakuki.com



113113

が
回
想
し
て
い
る
時
点
に
つ
い
て
は
極
端
に
描
写
が
少
な
く
、
時
代
を
特

定
す
る
言
説
が
な
い
た
め
、
本
研
究
で
は
語
り
の
現
在
時
点
を
作
品
発
表

時
の
一
九
三
〇
年
前
後
と
想
定
し
、
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

　

次
に
、
作
品
内
で
描
か
れ
て
い
る
学
生
時
代
の
作
中
時
間
で
あ
る
が
、

「
と
こ
ろ
が
突
然
、
背
の
高
い
一
人
の
学
生
監
が
巡
回
し
て
来
た
の
で
あ

る
。
」
（
六
一
頁
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
学
校
内
に
学
生
監
が
存
在
し
た
時
代

で
あ
る
と
い
え
る
。
『
早
稲
田
大
学
創
業
録　

25
年
紀
念
』
の
「
其
七 

学

生
監
督
部
」
に
は
「
こ
れ
開
校
当
時
に
は
、
未
だ
存
在
せ
ず
し
て
、
開

校
後
明
治
三
十
九
年
五
月
に
至
り
、
始
め
て
設
置
し
た
る
も
の
な
り
。
」

と
あ
り
、
回
想
内
の
出
来
事
は
少
な
く
と
も
学
生
監
督
部
の
設
け
ら
れ

た
一
九
〇
六
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

（
１
）

さ
ら
に
、
「
文
科
第
七
番
教
室
は
、

こ
の
大
学
で
最
も
古
く
、
最
も
汚
い
教
室
で
あ
る
。
」
（
六
〇
頁
）
や
「
私

達
は
二
十
歳
の
文
科
学
生
で
」
（
六
一
頁
）
と
い
う
表
現
か
ら
「
私
」
は

二
〇
歳
で
あ
り
、
文
科
第
七
番
教
室
と
い
う
場
所
に
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
井
伏
鱒
二
は
「
「
休
憩
時
間
」
に
つ
い
て
」
の
中
で
、
こ
の
作
品

を
「
私
が
早
稲
田
の
学
生
の
こ
ろ
、
教
室
内
に
起
つ
た
出
来
事
を
書
い
た

も
の
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。

（
２
）

　

「
休
憩
時
間
」
の
語
り
手
で
あ
る
「
私
」
は
、
読
者
に
井
伏
鱒
二
を
彷

彿
さ
せ
る
よ
う
な
存
在
で
も
あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
井
伏
自

身
は
二
一
歳
の
頃
（
一
九
一
九
年
）
早
稲
田
の
仏
文
科
に
い
た
こ
と
か
ら
、

作
中
に
お
け
る
学
生
時
代
の
言
説
は
、
一
九
一
九
年
前
後
の
出
来
事
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
。

　

作
品
舞
台
に
つ
い
て
は
、
「
坪
内
逍
遥
博
士
は
、
こ
の
教
室
で
シ
エ
イ

ク
ス
ピ
ア
の
講
義
を
し
た
。
〔
中
略
〕
島
村
抱
月
教
授
が
新
し
い
文
学
論

の
講
義
を
し
た
の
も
、
全
く
こ
の
教
室
で
あ
つ
た
と
い
ふ
。
」
（
六
〇
頁
）

と
あ
り
、
同
大
学
の
学
生
生
活
が
紹
介
さ
れ
た
著
作
『
早
稲
田
生
活
』
の

「
文
科
生
活
」
の
な
か
の
、
「
早
稲
田
大
学
の
中
心
は
何
と
云
つ
て
も
文
科

で
あ
る
。
〔
中
略
〕
坪
内
博
士
、
島
村
抱
月
を
有
し
て
居
る
事
は
早
稲
田

文
科
の
誇
」
と
い
う
記
述
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
稲
田
大
学
の

文
科
第
七
番
教
室
で
あ
る
。

（
３
）

ま
た
、
井
伏
自
身
も
「
あ
の
教
室
は
、
早
稲

田
大
学
が
ま
だ
東
京
専
門
学
校
で
あ
つ
た
当
時
か
ら
の
建
物
で
、
大
変
に

古
び
て
汚
れ
て
ゐ
た
。
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
も
そ
の
傍
証
と
な
る
。

（
４
）

　

回
想
内
に
登
場
す
る
一
九
一
九
年
前
後
の
学
生
た
ち
は
「
私
達
は
新
し

き
文
学
に
つ
い
て
語
り
、
新
劇
や
翻
訳
劇
に
つ
い
て
語
り
」
（
六
一
頁
）
と

あ
る
よ
う
に
、
休
憩
時
間
と
い
う
私
的
な
時
間
に
文
学
や
劇
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
様
子
は
『
早
稲
田
生
活
』「
文
科
生
活
」
の
「
幕

合
な
ど
に
廊
下
の
喫
煙
室
に
で
も
行
つ
て
見
給
へ
。
髯
を
生
し
た
先
輩
が

脚
本
論
に
花
を
咲
か
し
、
制
帽
の
学
生
が
其
の
中
に
交
つ
て
、
一
緒
に
な

つ
て
笑
ひ
な
が
ら
劇
評
を
戦
は
す
光
景
」
と
い
っ
た
同
時
代
の
言
説
と
も

一
致
し
て
お
り
、
当
時
の
文
学
部
生
は
楽
し
み
な
が
ら
自
主
的
に
文
学
や

劇
に
つ
い
て
論
じ
合
っ
て
い
た
。

（
５
）

　

ま
た
、
一
九
一
三
年
当
時
の
文
学
部
の
指
導
方
針
は
『
早
稲
田
大
学
創

業
録　

三
十
年
記
念
』
「
文
学
科
」
の
「
全
文
学
科
を
通
じ
て
各
種
文
学

の
自
由
攻
究
を
奨
励
し
、
偏
狭
な
る
学
制
又
は
主
義
の
も
と
に
学
生
を
拘

束
せ
ず
、
自
由
に
各
自
の
長
所
を
錬
磨
せ
し
め
得
る
の
途
を
取
れ
り
。
」

と
い
う
記
述
か
ら
わ
か
る
通
り
、
教
授
の
介
入
が
少
な
い
学
生
主
体
の
自
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由
な
も
の
で
あ
っ
た
。

（
６
）

　

本
作
で
は
、
あ
る
学
生
が
下
駄
ば
き
の
ま
ま
教
室
へ
入
場
す
る
と
い
う

規
則
違
反
を
し
た
こ
と
で
学
生
監
に
取
り
締
ま
ら
れ
る
と
い
う
描
写
が
あ

る
。
加
え
て
、
学
生
た
ち
は
学
生
監
の
取
締
り
に
対
し
て
「
彼
が
弾
圧
と

暴
力
と
を
加
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
、
わ
れ
わ
れ
了
解
で
き
難

い
の
で
あ
り
ま
す
。
」
（
六
二
頁
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
学
生
自
ら
の
考
え

に
従
い
な
が
ら
学
生
監
に
抵
抗
し
て
い
る
。
一
九
一
三
年
当
時
の
学
生
監

の
基
本
的
な
役
割
に
つ
い
て
は
、
先
程
引
用
し
た
「
学
生
監
督
部　

附
学

校
衛
生
」
（
早
稲
田
大
学
編
輯
部
編
『
早
稲
田
大
学
創
業
録　

三
十
年
記
念
』
同

大
学
出
版
部
、
一
九
一
三
）
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

諸
君
を
し
て
誤
り
な
か
ら
し
む
る
が
為
め
、
学
校
に
は
学
生
監
督
部

と
云
ふ
も
の
が
設
け
て
あ
る
。
〔
中
略
〕
何
か
こ
れ
は
警
察
的
の
も

の
で
あ
る
と
考
へ
る
人
が
あ
る
か
知
ら
ぬ
が
、
さ
う
で
は
無
い
。〔
中

略
〕
或
る
べ
く
諸
君
に
注
意
し
て
誤
り
な
か
ら
し
む
る
や
う
に
さ
せ

る
と
云
ふ
精
神
か
ら
来
た
訳
で
、
決
し
て
苛
察
な
取
締
を
す
る
と
云

ふ
の
で
は
な
い
。

　

他
に
も
、
「
本
部
の
主
眼
と
す
る
所
は
、
学
生
の
自
治
心
を
促
し
、
其

の
足
ら
ざ
る
所
を
監
督
す
る
に
在
り
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
一
九
一
九

年
前
後
の
学
生
監
は
学
生
達
の
自
主
性
を
促
す
柔
軟
な
指
導
を
行
う
こ
と

が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）

実
際
、
作
品
内
で
も
規
則
違
反
を
し
た

学
生
が
短
時
間
で
釈
放
さ
れ
、
学
生
達
に
よ
る
足
駄
を
は
い
た
学
生
へ
の

自
主
的
な
靴
の
贈
呈
の
申
し
出
な
ど
に
つ
い
て
は
取
り
締
ま
っ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
同
時
代
の
学
生
監
の
様
子
は
作
品
内
の
表
現
と
一
致
す
る
。

　

加
え
て
、
当
時
の
早
稲
田
の
総
則
に
は
学
生
の
心
得
の
中
で
「
教
室
ニ

在
テ
ハ
喫
煙
ス
可
ラ
ス
〔
中
略
〕
／
校
内
ノ
器
具
ヲ
毀
損
シ
又
ハ
樹
木
ヲ

折
取
ル
可
ラ
ス
」
と
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
作
品
内
の
教
室
内
で
莨
を

吸
う
こ
と
や
鉛
筆
で
壁
に
落
書
き
を
す
る
と
い
っ
た
規
則
違
反
が
行
わ
れ

て
い
る
。
作
品
内
の
学
生
監
は
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
取
締
り
を
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
取
締
り
は
あ
く
ま
で
も
学
生
の
自
治
心
を
促
す
た
め
の
も

の
で
あ
っ
た
。

（
８
）

　

学
生
の
自
主
性
が
奨
励
さ
れ
た
大
学
。
こ
の
よ
う
な
大
学
の
中
で
、
作

品
舞
台
と
な
る
文
科
第
七
番
教
室
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
特
性
を

も
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

二　

自
由
で
多
声
的
な
空
間

　

舞
台
と
な
る
文
科
第
七
番
教
室
は
文
学
史
的
に
由
緒
あ
る
教
室
で
あ
る
。

本
作
で
は
そ
の
教
室
に
関
連
す
る
様
々
な
人
物
が
登
場
す
る
。

　

ま
ず
、
か
つ
て
文
科
第
七
番
教
室
で
講
義
を
し
た
と
さ
れ
る
坪
内
逍
遥

で
あ
る
が
、
『
独
言
対
話
』
の
「
坪
内
逍
遥
氏
」
に
「
坪
内
氏
の
セ
ー
ク

ス
ピ
ア
の
翻
訳
が
満
点
に
な
つ
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
の
翻
訳
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
。
ま
た
、
「
小
説
神
髄
を
著
し
、

自
ら
も
従
来
と
は
異
な
る
小
説
を
作
つ
た
。
」
や
「
演
劇
な
り
戯
曲
な
り

の
問
題
が
起
る
頃
、
之
に
関
す
る
翻
訳
及
び
創
作
を
以
て
方
向
を
指
し
示
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さ
う
と
す
る
。
」
と
も
あ
り
、
当
時
の
坪
内
は
小
説
や
戯
曲
、
翻
訳
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
精
通
し
て
お
り
、
文
壇
の
権
威
で
あ
っ
た
。

（
９
）

　

同
じ
く
文
科
第
七
番
教
室
で
講
義
を
し
た
と
さ
れ
る
島
村
で
あ
る
が
、

「
早
稲
田
文
学
を
再
興
し
て
か
ら
、
自
然
主
義
の
新
運
動
を
捲
き
起
し
た

前
後
に
か
け
て
の
、
氏
の
働
き
風
は
実
際
花
々
し
か
つ
た
。
」
と
あ
る
よ

う
に
、
早
稲
田
大
学
の
再
興
に
関
わ
り
な
が
ら
も
、
自
然
主
義
に
関
す
る

新
運
動
も
行
っ
て
お
り
、
文
壇
で
の
影
響
力
が
あ
っ
た
。

）
11
（

島
村
の
講
義

や
指
導
方
法
に
つ
い
て
は
、
『
生
活
の
芸
術
化
』
の
「
島
村
抱
月
先
生
の

こ
と
」
に
お
い
て
「
始
め
て
「
文
学
概
論
」
の
講
義
を
き
い
た
時
な
ど
は

何
と
は
な
し
に
自
ら
胸
お
ど
る
や
う
な
一
種
の
感
激
を
覚
え
た
」
や
「
大

体
の
鳥
瞰
図
を
学
生
に
与
へ
て
、
そ
の
細
か
な
と
こ
ろ
は
学
生
各
自
の
自

発
的
研
究
に
委
せ
る
と
い
ふ
や
う
な
や
り
方
で
し
た
。
」
と
あ
り
、
学
生

の
自
発
的
な
研
究
を
促
す
も
の
で
人
気
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。）

11
（

　

「
学
生
正
宗
白
鳥
は
、
定
冠
詞
の
用
法
を
十
幾
つ
も
並
べ
た
て
ゝ
」（
六
〇

頁
）
と
あ
る
正
宗
白
鳥
は
、
「
最
近
の
芸
術
か
ら
、
現
代
思
想
の
最
も
特

色
あ
る
一
面
を
最
も
鮮
に
描
い
た
も
の
を
求
む
れ
ば
、
第
一
に
正
宗
白
鳥

氏
の
作
品
を
推
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」
と
あ
る
よ
う
に
当
時
小
説
を
発

表
し
て
お
り
、
そ
の
評
判
は
良
い
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
「
白
鳥
氏

の
諸
作
を
貫
く
根
本
情
調
は
、
即
ち
嘲
罵
、
皮
肉
、
で
は
な
く
て
冷
笑
冷

評
の
シ
ニ
カ
ル
な
も
の
で
あ
る
。
」
や
「
白
鳥
氏
の
芸
術
か
ら
味
ひ
得
ら

れ
る
も
の
は
人
間
味
で
あ
つ
て
自
然
味
で
は
な
い
。
」
と
あ
り
、
白
鳥
の

芸
術
は
嫌
味
や
皮
肉
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
冷
静
さ
の
あ
る
笑
い
や

批
判
が
あ
り
、
人
間
相
互
の
関
係
を
描
い
た
作
品
が
多
い
。）

1（
（

　

ま
た
、
冷
静
さ
の
あ
る
笑
い
や
批
判
と
い
っ
た
特
徴
は
、
本
作
の
学
生

に
も
表
出
し
て
い
る
。
学
生
た
ち
が
教
室
内
で
思
い
思
い
の
考
え
を
繰
り

広
げ
る
中
で
「
彼
は
黒
板
に
記
さ
れ
て
あ
る
悲
憤
の
文
章
を
消
し
終
る
と

赤
い
チ
ョ
ー
ク
で
も
つ
て
、
／
「
ソ
ン
ナ
ニ
オ
コ
ル
ナ
」
／
と
大
き
な
字

で
書
い
た
が
、
手
に
持
つ
た
チ
ョ
ー
ク
を
二
つ
に
折
つ
て
床
へ
た
ゝ
き
つ

け
た
」
や
、
「
黒
板
の
片
仮
名
を
消
し
て
し
ま
つ
た
が
、
彼
は
何
も
書
か

な
い
で
、
朗
ら
か
に
笑
ひ
な
が
ら
彼
の
席
に
帰
つ
て
行
つ
た
」
（
六
六
頁
）

な
ど
の
記
述
に
あ
る
学
生
は
他
の
学
生
た
ち
に
比
べ
る
と
や
や
冷
め
た
俯

瞰
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
学
生
た
ち
の
自
発
的
な
行

動
の
中
に
も
文
科
第
七
番
教
室
に
ま
つ
わ
る
文
学
的
な
思
想
が
垣
間
み
え

る
。

　

本
作
で
学
生
た
ち
は
、
休
憩
時
間
中
に
国
内
外
問
わ
ず
文
学
や
劇
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
い
る
。
「
彼
は
黒
板
に
「
こ
ぞ
の
雪
い
ま
い
づ
こ
に
あ

り
や
」
の
最
後
の
一
行
を
書
い
て
ゐ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
は
ヴ
イ
ロ

ン
の
詩
の
絶
賞
に
値
す
べ
き
一
行
な
の
で
あ
る
。
」
（
六
二
頁
）
と
あ
る
よ

う
に
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
作
品
も
学
生
が
黒
板
に
書
く
詩
と
し
て

登
場
し
て
い
る
。

　

ヴ
ィ
ヨ
ン
と
は
「
当
に
第
十
五
世
紀
に
於
け
る
仏
蘭
西
詩
壇
随
一
の
詩

人
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
仏
蘭
西
文
学
全
史
を
通
じ
て
み
て
も
、
な
ほ

か
つ
最
も
燦
た
る
光
輝
を
放
つ
数
人
の
詩
星
の
一
人
で
あ
ら
う
。
」
と
評

さ
れ
る
、
一
五
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
で
あ
り
、
そ
の
偉
大
さ
は
フ
ラ

ン
ス
文
学
全
史
の
中
で
も
指
折
り
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ヴ
ィ
ヨ

ン
は
そ
の
よ
う
な
花
々
し
い
面
と
は
異
な
り
、「
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
前
科
は
た
ゞ
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に
こ
の
窃
盗
一
件
で
は
な
か
つ
た
。
〔
中
略
〕
坊
主
を
一
人
殺
害
し
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。
」
や
「
「
我
は
貧
し
く
小
者
の
生
れ
、
幼
き
頃
よ
り
貧
乏
し

て
」
と
述
懐
し
」
と
あ
る
よ
う
な
、
貧
し
い
犯
罪
者
と
い
う
側
面
も
あ
っ

た
。）

13
（

　

そ
ん
な
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
「
こ
ぞ
の
雪
」
か
ら
始
ま
る
詩
は
「
過
去
の
美
し

き
女
性
を
奪
去
つ
た
死
と
い
ふ
も
の
に
対
す
る
思
想
が
力
強
く
現
れ
て
ゐ

な
い
で
、
た
ゞ
、
美
し
く
し
て
、
今
は
な
き
昔
の
貴
女
に
対
す
る
、
漠
然

た
る
ル
グ
レ
の
情
が
、
／M

ais  ou
 sont  les  neiges  d’ antan

?

／

と
い
ふ
、
一
句
の
ル
フ
ラ
ン
と
な
つ
て
表
さ
れ
て
ゐ
る
」
と
い
っ
た
、
今

は
な
き
貴
女
の
美
し
さ
に
対
す
る
後
悔
が
詠
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。）

11
（

　

本
作
で
は
、
失
わ
れ
て
い
っ
た
も
の
に
対
す
る
追
憶
の
念
が
こ
め
ら
れ

た
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
詩
を
、
学
生
監
に
反
抗
し
な
が
ら
足
駄
を
は
い
た
学
生
が

黒
板
に
書
い
て
い
る
。
犯
罪
者
で
あ
り
詩
人
で
あ
っ
た
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
存
在

と
規
則
違
反
者
で
あ
り
「
若
き
芸
術
家
」
（
六
二
頁
）
の
学
生
の
存
在
は
重

な
り
、
学
生
は
か
つ
て
多
く
の
文
学
者
が
言
論
を
交
わ
し
た
由
緒
深
い
教

室
で
、
学
生
監
か
ら
の
弾
圧
に
対
し
芸
術
的
反
抗
を
行
う
の
だ
。
こ
の
よ

う
に
、
学
生
た
ち
に
影
響
を
与
え
て
い
る
人
物
に
は
、
文
学
者
や
犯
罪
者
、

貧
乏
人
と
い
っ
た
側
面
を
も
つ
者
が
お
り
、
多
様
で
あ
る
。
ま
た
、
教
室

内
に
は
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
詩
の
よ
う
に
、
政
治
や
学
術
理
論
と
は
や
や
異
な
る
、

抒
情
的
な
思
想
も
内
在
し
て
お
り
、
学
生
へ
作
用
し
て
い
る
。

　

ヴ
ィ
ヨ
ン
の
詩
を
書
い
て
い
た
学
生
は
、
学
生
監
か
ら
釈
放
さ
れ
た
あ

と
、
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
傾
向
を
帯
び
た
短
歌
を
創
作
す
る
。
当
時
ア
ラ
ラ
ギ

派
と
は
「
「
ア
ラ
ラ
ギ
派
」
が
、
か
れ
ら
の
作
歌
上
の
信
念
と
す
る
「
写
生
」

の
語
を
子
規
の
文
中
か
ら
拾
い
上
げ
て
、
こ
れ
を
観
念
化
、
抽
象
化
し
て

流
行
せ
し
め
」
や
「
此
写
生
は
無
論
感
情
の
写
生
（
理
屈
的
写
生
と
い
ふ
た

の
に
対
し
て
い
ふ
）
で
あ
つ
て
、
人
が
物
を
見
て
感
ず
る
度
合
に
従
ふ
て
画

く
」
の
よ
う
な
同
時
代
言
説
か
ら
わ
か
る
通
り
、
正
岡
子
規
の
写
生
主
義

を
理
想
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
独
自
に
観
念
化
し
た
短
歌
の
流
派
で
あ
っ

た
。）

15
（

ま
た
、
そ
の
写
生
は
、
人
の
感
性
に
従
っ
て
そ
の
も
の
を
描
く
こ
と

と
い
う
子
規
の
思
想
を
保
持
し
つ
つ
も
、
観
念
化
さ
れ
た
こ
と
で
意
味
合

い
に
幅
の
あ
る
も
の
と
も
な
っ
た
。

　

学
生
監
に
釈
放
さ
れ
た
学
生
が
、
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
詩
で
は
な
く
ア
ラ
ラ
ギ

派
の
傾
向
を
帯
び
た
自
作
の
即
興
詩
を
書
く
こ
と
は
、
彼
ら
に
自
由
さ
と

自
発
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
詩
の
内
容
は
、
学
生

監
の
暴
力
に
対
す
る
す
こ
ぶ
る
反
逆
的
な
も
の
で
あ
り
、
捕
ま
え
ら
れ
た

学
生
が
感
じ
た
怒
り
を
そ
の
ま
ま
表
現
す
る
よ
う
な
、
前
述
し
た
ア
ラ
ラ

ギ
派
の
写
生
の
思
想
と
も
重
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
作
品
舞
台
の
文
科
第
七
番
教
室
は
、
文
学
史
的
な
由

緒
を
持
ち
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
思
想
が
混
在
し
た
空
間
で
あ
る
と

同
時
に
、
学
生
に
よ
る
多
様
な
言
論
が
内
在
す
る
多
声
的
な
空
間
で
も
あ

る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
教
室
が
内
包
す
る
多
様
な
思
想
は
、
学
生
の
行
為
や

言
動
に
も
作
用
し
て
い
る
。

　

語
り
手
は
、
語
り
の
現
在
時
点
で
あ
る
一
九
三
〇
年
前
後
に
お
い
て
、

前
述
し
た
よ
う
な
過
去
の
学
生
時
代
を
回
想
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本

作
で
の
回
想
が
、
正
確
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
検
討
し
つ
つ
、
な
ぜ
過

去
を
思
い
お
こ
す
と
い
う
語
り
に
よ
っ
て
、
一
九
一
九
年
前
後
の
文
科
第
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七
番
教
室
が
描
か
れ
た
の
か
を
考
え
る
。

三　

回
想
と
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

　

一
九
三
〇
年
前
後
の
文
学
部
の
様
子
は
、
高
浜
三
郎
の
『
早
稲
田
物
語
』

に
「
彼
等
は
朝
か
ら
晩
迄
独
り
こ
つ
こ
つ
文
学
の
勉
強
に
精
進
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
／
三
―
四
人
の
学
生
に
一
人
の
先
生
、
時
に
は
学
生
一
人
に

先
生
一
人
と
い
ふ
様
な
他
科
に
は
見
ら
れ
な
い
珍
教
授
が
茲
で
は
屡
々
行

は
れ
て
ゐ
る
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
作
の
回
想
に
出
て
く
る
「
鉛
筆
で

壁
に
人
体
の
素
描
を
こ
こ
ろ
み
て
ゐ
る
」
（
六
一
頁
）
学
生
が
い
る
よ
う
な

様
子
と
は
少
し
異
な
っ
て
い
る
。）

1（
（

　

他
に
も
、
当
時
の
文
学
部
生
の
様
子
を
描
い
た
資
料
と
し
て
東
京
帝
国

大
学
文
学
部
に
つ
い
て
記
述
の
あ
る
『
当
世
大
学
生
気
質
』
で
は
「
規
定

の
十
八
単
位
を
一
年
に
と
つ
て
、
後
の
二
年
は
閑
寂
と
自
己
沈
潜
に
送
る

風
流
人
は
姿
を
ひ
そ
め
た
。
毎
年
五
単
位
以
上
必
修
の
事
を
云
ふ
七
面
倒

な
御
規
定
が
出
来
上
つ
た
。
」
や
「
語
学
必
修
と
い
ふ
五
月
蠅
い
御
布
令

が
午
後
の
教
室
ヶ
繁
昌
さ
せ
る
。
そ
れ
を
終
へ
る
と
語
学
教
員
と
い
ふ
肩

書
が
貰
へ
る
ん
だ
さ
う
で
あ
る
。
更
に
有
り
難
い
演
習
と
い
ふ
御
制
度
が
、

石
の
様
に
固
い
椅
子
に
二
時
間
の
辛
棒
を
余
儀
な
く
す
る
。
」
な
ど
と
あ

り
、
学
生
が
学
校
の
指
導
方
針
や
語
学
教
員
の
資
格
取
得
な
ど
に
よ
り
、

教
授
た
ち
に
よ
っ
て
半
強
制
的
に
指
導
さ
れ
る
受
動
的
な
存
在
と
な
っ
て

い
る
。

）
17
（

ま
た
、
そ
れ
に
よ
り
学
生
の
自
主
性
や
自
由
さ
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
。

　

「
親
不
孝
者
め
！
詩
を
作
る
よ
り
田
を
造
れ
と
の
お
小
言
は
余
り
に
皮

相
な
見
解
で
が
な
あ
ら
う
。
〔
中
略
〕
「
文
科
と
や
ら
へ
入
れ
た
ば
つ
か
し

に
あ
た
ら
息
子
を
代
無
し
に
し
た
」
」
と
い
う
よ
う
な
同
時
代
言
説
が
あ

る
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
前
後
で
は
文
学
を
大
学
で
研
究
す
る
こ
と
自
体

の
価
値
が
、
世
間
一
般
で
揺
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
。）

1（
（

さ
ら
に
、
社
会
や
大
学
全

体
の
様
子
で
あ
る
が
、
柳
澤
泰
爾
「
就
職
難
時
代
と
大
学
教
育
」
（
『
法
律

春
秋
』
一
九
二
九
・
六
）
に
よ
る
と
「
失
業
問
題
が
棒
給
生
活
者
や
賃
金
労

働
者
を
脅
威
し
つ
ゝ
あ
る
重
大
な
る
社
会
問
題
で
あ
る
と
ひ
と
し
く
、
新

に
学
校
を
卒
業
し
た
る
も
の
ゝ
就
業
難
が
、
か
れ
ら
の
前
途
を
暗
黒
な
ら

し
め
つ
ゝ
あ
る
」
と
あ
り
、
そ
の
要
因
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
戦
後
の
反
動
よ
り
生
じ
た
る
打
撃
の
甚
し
き
も
の

あ
り
し
に
加
へ
て
、
大
正
十
二
年
九
月
の
大
震
災
と
、
昭
和
二
年
四

月
の
恐
慌
に
出
会
し
て
以
来
、
兎
角
陰
鬱
の
空
気
に
包
ま
れ
つ
ゝ
あ

る
わ
が
国
の
財
界
は
、
最
近
さ
ら
に
農
蚕
業
の
不
況
、
商
工
業
の
不

振
等
の
悪
材
料
頻
出
せ
る
結
果
、
一
方
、
失
業
者
の
数
は
非
常
な
る

勢
ひ
を
以
て
増
加
せ
る
に
対
し
て
、
他
方
、
就
職
難
は
年
一
年
よ
り

甚
し
き
を
加
ふ
る
の
状
態
で
あ
る
。
い
ま
、
内
務
省
社
会
局
の
調
査

に
基
き
昭
和
三
年
の
官
私
立
大
学
及
び
専
門
大
学
卒
業
者
の
就
職

状
況
を
見
る
に
、
卒
業
者
総
数
一
万
七
千
百
七
十
一
人
中
就
業
者
は

九
千
百
七
十
一
人
に
し
て
、
総
数
の
五
割
四
分
に
当
り
、
未
就
職
者

は
実
に
八
千
人
の
多
数
に
上
り
し
に
と
ど
ま
ら
ず
、
右
の
就
職
者
中

自
家
の
業
務
に
つ
き
し
も
の
約
一
割
で
あ
る
か
ら
、
結
局
未
就
職
者
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は
五
割
強
の
驚
く
べ
き
数
字
を
示
し
〔
後
略

）
19
（

〕

　

こ
の
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
前
後
の
日
本
は
震
災
や
恐
慌
な
ど
の
影
響

で
か
な
り
の
不
況
で
あ
り
、
大
学
を
卒
業
し
た
学
生
で
さ
え
就
職
す
る
こ

と
が
と
て
も
難
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
社
会
一
般
の
不
況
の
た

め
、
就
職
難
の
声
喧
し
く
、
大
学
卒
業
者
の
価
値
も
大
暴
落
し
た
か
に
言

は
れ
て
ゐ
る
。
」
と
い
う
言
説
が
示
す
よ
う
に
、
不
況
と
い
う
大
き
な
問

題
が
、
大
学
生
や
大
学
自
体
の
価
値
を
社
会
の
中
で
下
げ
て
い
た
時
代
で

あ
る
。）

（1
（

　

作
品
内
で
主
に
描
か
れ
て
い
る
、
一
九
一
九
年
前
後
の
自
由
で
自
主
的

な
文
学
部
生
の
姿
と
、
語
り
の
現
在
時
点
で
あ
る
一
九
三
〇
年
前
後
の
学

生
の
姿
と
に
は
明
確
な
差
異
が
表
れ
て
い
る
。
本
作
品
は
、
日
本
社
会
全

体
が
不
況
の
中
で
、
文
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
以
前
よ
り
も
強
制
力
の

強
い
、
休
憩
時
間
の
少
な
い
も
の
と
な
り
、
そ
れ
と
共
に
学
生
の
自
由
度

や
自
主
性
は
自
然
と
低
迷
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
よ
う
な

学
生
に
対
し
て
強
制
力
の
あ
る
大
学
の
体
制
自
体
を
批
判
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
語
り
手
の
「
私
」
が
過
去
で
あ
る
一
九
一
九
年
前
後
で
の
学

生
時
代
の
出
来
事
を
回
想
す
る
物
語
で
あ
る
本
作
に
お
い
て
、
前
述
し
た

よ
う
な
批
評
性
が
、
過
去
の
出
来
事
を
想
起
す
る
状
況
で
生
じ
る
ノ
ス
タ

ル
ジ
ア
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
の
題
材
と
な
る
も
の
と
は
、
フ
レ
ッ
ド
・
デ
ー

ヴ
ィ
ス
に
よ
る
と
過
去
の
体
験
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

の
対
象
で
あ
る
過
去
は
、
例
え
ば
年
代
記
や
年
鑑
、
歴
史
書
、
記
念
碑
、

そ
の
点
で
ま
た
伝
説
と
い
っ
た
も
の
か
ら
も
っ
ぱ
ら
引
き
出
さ
れ
る
過
去

と
い
う
よ
り
、
な
ん
ら
か
の
仕
方
で
個
人
的
に
体
験
さ
れ
た
過
去
で
あ
る

に
違
い
な
い
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
個
人
的
な
性
質
の
強
い
過
去
が
題
材

と
な
る
。
ま
た
、
「
わ
れ
わ
れ
が
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
を
感
じ
る
き
っ
か
け
と

な
る
要
因
は
や
は
り
現
在
の
な
か
に
存
在
し
て
い
る
」
と
あ
り
、
ノ
ス
タ

ル
ジ
ア
が
表
出
す
る
要
因
は
現
在
と
い
う
要
素
に
あ
る
。）

（1
（

　

次
に
、
具
体
的
な
性
質
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
「
心
の
痛
手
や
悩
み
、

失
望
や
苛
立
ち
が
少
し
で
も
入
り
込
ん
で
き
た
と
し
て
も
、
〔
中
略
〕
少

な
く
と
も
「
偉
大
な
人
間
喜
劇
」
と
い
う
メ
タ
フ
ァ
ー
〔
中
略
〕
の
も
と

に
お
お
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、

明
る
く
笑
い
の
あ
る
「
喜
劇
」
と
喩
え
ら
れ
る
よ
う
な
、
過
去
を
肯
定
的

に
捉
え
な
お
そ
う
と
い
う
バ
イ
ア
ス
が
あ
る
。
端
的
に
い
っ
て
ノ
ス
タ
ル

ジ
ア
と
は
「
現
在
も
し
く
は
差
し
迫
っ
た
状
況
に
対
す
る
な
ん
ら
か
の
否

定
的
な
感
情
を
背
景
に
し
て
、
生
き
ら
れ
た
過
去
を
肯
定
的
な
響
き
で

も
っ
て
呼
び
起
こ
す
こ
と
」
で
あ
り
、
詳
細
で
中
立
に
過
去
を
記
録
し
た

も
の
と
は
異
な
り
、
現
在
の
否
定
的
な
要
素
が
要
因
と
な
り
起
こ
る
、
個

人
的
に
体
験
し
た
過
去
を
肯
定
的
に
呼
び
起
こ
す
主
観
的
な
も
の
で
あ

る
。）

（（
（

　

ま
た
、
社
会
制
度
の
中
で
は
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
の
役
割
は
、
未
来
に
向

か
っ
て
猛
然
と
突
進
し
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
こ

と
で
あ
る
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
社
会
変
化
に
対
し
て
の
保
守
的
な
機
能

を
持
っ
て
お
り
、
や
や
批
判
の
対
象
と
な
る
も
の
で
も
あ
る
。）

（3
（

　

物
語
冒
頭
で
は
文
科
第
七
番
教
室
に
ま
つ
わ
る
歴
史
や
伝
説
が
描
か
れ
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て
お
り
、
個
人
的
な
性
質
の
強
い
過
去
は
表
出
し
な
い
。
続
い
て
、
物
語

の
中
盤
で
は
以
下
の
よ
う
な
教
室
内
で
の
や
り
と
り
が
描
か
れ
て
い
る
。

下
駄
ば
き
の
僚
友
は
学
生
監
の
腕
を
ふ
り
は
ら
つ
て
反
抗
し
た
。
／

「
そ
れ
は
暴
力
だ
。
暴
力
を
用
ひ
な
く
て
も
い
ゝ
ぢ
や
な
い
か
！
」

／
「
暴
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ぞ
。
き
み
は
、
こ
ち
へ
来
た
ま
へ
。
」

／
「
僕
は
絶
対
に
厭
や
だ
。
」
／
「
退
場
を
命
じ
ま
す
。
規
則
違
反

で
す
。
」
／
「
僕
の
靴
は
濡
れ
て
ゐ
る
ん
だ
。
ま
だ
乾
い
て
ゐ
な
い

ん
だ
。
」
／
「
濡
れ
て
ゐ
て
も
い
ゝ
で
す
。
」
／
「
僕
の
靴
は
内
側
ま

で
濡
れ
て
ゐ
る
ん
だ
。
つ
ま
り
言
つ
て
み
れ
ば
、
靴
の
底
が
破
け
て

ゐ
る
ん
だ
。
」
（
六
二
頁
）

　

こ
こ
で
は
学
生
が
、
学
生
監
や
一
九
一
三
年
当
時
の
大
学
の
規
則
に
反

逆
す
る
よ
う
な
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
場
面
に
限
ら
ず
本

作
内
で
は
他
者
と
は
異
な
っ
た
考
え
で
あ
っ
て
も
、
自
由
に
発
言
し
合
っ

て
お
り
、
安
定
的
・
保
守
的
と
は
言
い
難
く
、
変
化
の
激
し
い
教
室
内
の

言
論
が
表
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
多
様
な
言
論
は
直
接
話
法
に

よ
っ
て
か
な
り
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
を
受
け
て
の
最
終
段
落
で
あ
る
が
、
「
―
―
今
は
最
早
、
私
は
知

つ
て
ゐ
る
―
―
青
春
と
は
、
常
に
こ
の
類
ひ
の
一
幕
喜
劇
の
一
続
き
で
あ

る
。
〔
中
略
〕
さ
う
し
て
、
休
憩
時
間
な
ぞ
は
、
そ
の
楽
し
い
追
憶
以
外

に
は
決
し
て･

･
･
･
･
･
･
･

」
（
六
六
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
作
品
の
最
後
で

今
ま
で
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
現
在
の
要
素
で
あ
る
一
九
三
〇
年
前
後
か

ら
の
語
り
が
表
出
す
る
。
ま
た
、
「
一
幕
喜
劇
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
見

す
る
と
過
去
が
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
も
み
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
作
品
構
造
を
考
え
る
と
、
語
り
手
は
回
想

と
い
う
過
去
を
語
る
行
為
に
お
い
て
、
最
後
の
段
落
ま
で
現
在
の
要
素
を

出
さ
ず
、
学
生
た
ち
の
自
発
的
で
多
様
な
、
一
部
反
逆
性
を
含
ん
だ
言
論

が
飛
び
か
う
変
動
的
な
教
室
の
様
子
を
、
直
接
話
法
な
ど
を
多
く
用
い
て

詳
細
で
よ
り
記
録
的
に
語
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。
し
か
し
、
最
後
の
段

落
で
現
在
の
要
素
が
表
出
し
、
「
私
」
が
語
る
過
去
は
、
一
見
す
る
と
ノ

ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
確
か
に
、
「
喜
劇
」
と
い
え

る
よ
う
な
側
面
も
あ
り
、
過
去
に
肯
定
的
な
バ
イ
ア
ス
が
掛
か
っ
て
い
る

と
も
み
え
る
。

　

し
か
し
、
最
終
段
落
前
ま
で
の
描
写
は
、
中
立
的
で
詳
細
な
偏
り
の
な

い
も
の
で
あ
り
、
か
つ
多
声
的
で
変
化
の
激
し
い
教
室
内
で
の
積
極
的
な

運
動
性
を
有
し
た
出
来
事
が
描
か
れ
た
、
保
守
的
な
通
常
の
ノ
ス
タ
ル
ジ

ア
と
は
異
な
る
性
質
を
も
つ
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
語
り
手
が
過
去
を
現

在
の
要
素
を
介
さ
ず
に
中
立
的
な
立
場
で
語
ろ
う
と
す
る
中
で
、
や
む
な

く
現
在
の
要
素
が
表
出
し
て
し
ま
う
構
造
は
、
逆
説
的
に
語
り
手
が
抱
く

現
在
の
文
学
部
の
体
制
に
対
す
る
批
評
性
を
強
調
し
て
い
る
。

　

加
え
て
、
「
休
憩
時
間
」
は
「
青
木
南
八
」
の
改
稿
に
よ
っ
て
生
成
さ

れ
た
作
品
で
あ
る
と
い
う
、
も
う
一
つ
の
特
徴
を
も
つ
。
次
節
で
は
、「
休

憩
時
間
」
を
読
む
と
い
う
行
為
に
お
い
て
、
改
稿
過
程
を
検
討
す
る
こ
と

で
作
品
の
も
つ
批
評
性
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
お
こ
っ
た
の
か
を
考
察
す
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る
。

四　

「
青
木
南
八
」
か
ら
「
休
憩
時
間
」
へ
の
改
稿

　

「
青
木
南
八
」
と
い
う
作
品
で
あ
る
が
、
「
休
憩
時
間
」
と
同
じ
く
井
伏

の
初
期
作
品
に
あ
た
り
、
一
九
二
八
年
五
月
『
文
芸
都
市
』
に
未
完
の
状

態
で
発
表
さ
れ
た
後
、
同
年
一
一
月
同
誌
に
て
「
青
木
南
八　

そ
の
二
」

が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
完
結
し
た
作
品
で
あ
る
。

　

こ
の
物
語
は
、
「
青
木
南
八
は
私
の
友
人
で
あ
つ
た
の
だ
が
、
彼
は
先

年
死
去
し
た
。
私
は
敢
て
死
ん
だ
人
の
悪
口
を
言
ふ
つ
も
り
も
な
い
し
、

ま
た
死
ん
だ
者
に
ハ
ナ
を
も
た
す
つ
も
り
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
彼
は
私

に
と
つ
て
こ
の
上
も
な
い
よ
き
友
で
あ
つ
た
の
だ
。
」
（
初
出
本
文
よ
り
引
用
、

一
〇
頁
。
以
下
頁
数
の
み
記
す
。
）
と
い
う
一
文
か
ら
始
ま
る
よ
う
に
、
逝
去

し
た
友
人
で
あ
る
青
木
南
八
と
の
過
去
の
出
来
事
を
回
想
す
る
内
容
で
あ

る
。
そ
の
物
語
の
中
盤
に
お
い
て
「
誰
も
彼
も
が
文
学
の
こ
と
を
語
り
、

芝
居
の
こ
と
を
語
り
、
生
活
難
の
こ
と
な
ぞ
誰
が
饒
舌
る
も
の
で
は
な
か

つ
た
。
〔
中
略
〕
／
私
達
の
頃
は
、
教
室
へ
下
駄
ば
き
の
ま
ゝ
で
入
つ
て

来
て
は
い
け
な
い
と
い
ふ
規
則
で
あ
つ
た
。
」
（
一
二
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、

「
休
憩
時
間
」
で
描
か
れ
て
い
る
物
語
内
容
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
物
語
が
挿

入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
青
木
南
八
」
は
一
九
二
八
年
発
表
で
あ
り
、「
休

憩
時
間
」
は
一
九
三
〇
年
発
表
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
休
憩
時
間
」
は
「
青

木
南
八
」
の
一
部
分
を
改
変
し
制
作
し
た
作
品
で
あ
る
。
他
に
も
、
作
品

内
で
は
以
下
の
よ
う
な
描
写
が
あ
る
。

　

誰
も
彼
も
が
文
学
の
こ
と
を
語
り
、
芝
居
の
こ
と
を
語
り
、
生
活

難
の
こ
と
な
ぞ
誰
が
饒
舌
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
こ
ん
な
面
白
い

こ
と
が
ま
た
と
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
誰
も
彼
も
若
く
て
健
康
で
あ

つ
た
。
第
一
、
絶
望
し
た
者
や
病
人
な
ぞ
は
教
室
へ
出
て
来
な
か
つ

た
の
で
あ
る
。
／
こ
の
新
鮮
な
光
景
を
説
明
す
る
た
め
に
、
私
は
次

の
挿
話
を
語
る
に
吝
か
で
な
い
。
（
一
二
頁
）

　

「
青
木
南
八
」
に
あ
る
「
こ
の
新
鮮
な
」
か
ら
始
ま
る
一
文
は
、
回
想

す
る
現
在
に
お
い
て
、
回
想
で
語
ら
れ
る
よ
う
な
学
生
の
様
子
が
珍
し
い

も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
回
想
で
語
ら
れ
る
物

語
か
ら
回
想
を
行
う
現
在
の
物
語
ま
で
に
、
何
等
か
の
文
学
部
生
に
ま
つ

わ
る
変
化
が
起
き
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
ま
た
、
文
学
部
生
や
そ

れ
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
は
、
社
会
の
不
況
に
よ
っ
て
大
学
や
文
学
の
価

値
が
下
が
る
中
、
文
学
部
の
指
導
体
制
が
学
生
に
対
し
て
強
制
力
の
あ
る

も
の
と
な
り
、
学
生
の
主
体
性
や
自
由
さ
が
失
わ
れ
て
い
る
状
況
と
一
致

し
て
お
り
、
作
品
に
潜
む
批
評
性
が
二
作
品
を
通
じ
て
表
出
し
て
い
る
。

　

続
い
て
、
「
青
木
南
八
」
が
完
結
す
る
に
あ
た
り
、
一
九
二
八
年
一
一

月
の
『
文
芸
都
市
』
で
付
け
加
え
ら
れ
た
「
そ
の
二
」
に
つ
い
て
触
れ
る
。

物
語
内
容
は
、
逝
去
し
た
青
木
南
八
と
の
間
に
結
ば
れ
た
個
人
的
な
約
束

に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
で
あ
り
、
作
品
を
通
し
て
青
木
南
八
に
渡
す
は
ず

で
あ
っ
た
資
料
へ
の
言
及
が
あ
る
。
「
そ
の
二
」
も
含
め
、
「
青
木
南
八
」

と
い
う
作
品
は
死
ん
だ
友
人
の
回
想
の
一
部
と
し
て
「
休
憩
時
間
」
の
物
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語
が
描
か
れ
、
登
場
人
物
の
学
生
監
や
学
生
に
「
乃
木
さ
ん
監
督
」
や
「
山

口
」
と
い
っ
た
固
有
名
詞
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
意
図
的
に
作

者
に
ま
つ
わ
る
現
実
と
物
語
世
界
の
距
離
を
縮
め
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
「
休
憩
時
間
」
は
「
文
科
第
七
番
教
室
は
、
こ
の
大
学
で
最
も
古
く
、

最
も
汚
い
教
室
で
あ
る
。
」
（
六
〇
頁
）
と
い
う
教
室
の
紹
介
か
ら
は
じ
ま

り
、
そ
の
教
室
で
の
休
憩
時
間
の
出
来
事
が
「
学
生
」
や
「
学
生
監
」
と

い
っ
た
一
般
名
詞
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
登
場
人
物
と
と
も
に
描
か
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
個
人
的
な
体
験
が
題
材
に
さ
れ
る
ノ
ス
タ
ル
ジ

ア
と
は
異
な
る
、
普
遍
的
・
一
般
的
な
出
来
事
を
題
材
に
し
よ
う
と
す
る

働
き
が
加
わ
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
全
集
再
録
の
際
の
本
文
異
同
に
も
同
じ
こ
と
が
い
え
、
全
集
・

自
選
全
集
で
は
「
私
達
は
二
十
歳
の
文
科
学
生
で
、
最
も
年
長
の
も
の
さ

へ
も
〔
中
略
〕
謹
厳
実
直
に
違
ひ
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
」
（
六
一
頁
）
と

い
う
記
述
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
学
生
た
ち
の
具
体
的
な
年
齢
が
描
か
れ

る
場
面
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
作
者
で
あ
る
井
伏
本
人
の
個
人
的
な

思
い
出
を
描
い
た
作
品
と
い
う
枠
組
み
か
ら
の
脱
却
が
読
み
取
れ
る
。

　

加
え
て
、
二
作
品
に
お
け
る
過
去
の
回
想
の
仕
方
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

「
青
木
南
八
」
は
物
語
の
始
め
に
回
想
を
行
う
語
り
の
現
在
時
点
を
描
い

て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
休
憩
時
間
」
で
は
語
り
の
現
在
時
点
を
物
語
の

最
後
で
描
く
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。
「
青
木
南
八
」
か
ら
「
休
憩
時
間
」

に
作
品
が
生
成
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
は
、
語
り
手
が
出
来
る
限
り
現

在
の
要
素
を
介
入
的
に
説
明
せ
ず
、
偏
り
の
な
い
過
去
が
語
ら
れ
た
物
語

と
し
て
読
め
る
よ
う
な
変
更
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
「
青
木
南
八
」
で
は
描
か
れ
な
い
、
学
生
が
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
詩

を
書
く
場
面
や
、
取
り
締
ま
ら
れ
た
学
生
を
教
室
内
の
学
生
た
ち
が
救
お

う
と
す
る
場
面
が
「
休
憩
時
間
」
で
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
過
去
の

出
来
事
を
よ
り
詳
細
に
語
り
、
中
立
な
記
録
と
し
て
の
要
素
を
強
化
し
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
「
青
木
南
八
」
か
ら
「
休
憩
時
間
」
へ
の
改
稿
は
、
逝

去
し
た
親
友
へ
の
思
い
を
つ
づ
っ
た
個
人
的
な
作
品
を
、
当
時
の
学
生
を

と
り
ま
く
社
会
状
況
へ
の
皮
肉
を
内
在
さ
せ
た
普
遍
的
な
題
材
を
扱
っ
た

作
品
に
す
る
と
い
う
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
か
ら
の
脱
却
を
可
能
と
し
て
い
る
。

　

作
品
の
普
遍
化
・
一
般
化
に
つ
い
て
は
、
タ
イ
ト
ル
の
変
化
か
ら
も
わ

か
る
。
「
青
木
南
八
」
と
い
う
実
在
し
た
井
伏
の
友
人
名
か
ら
、
「
休
憩
時

間
」
と
い
う
一
般
名
詞
へ
の
変
化
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
単
な
る
個
人
の

回
想
と
い
う
枠
組
み
か
ら
の
独
立
を
表
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
改
稿
後
の
タ
イ
ト
ル
が
も
つ
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
と
、「
休

憩
時
間
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、
単
に
作
品
内
容
が
、
あ
る
教
室
で
の
休

憩
時
間
の
出
来
事
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
た
テ
ー
マ

的
な
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
三
節
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
社
会

不
況
に
よ
る
就
職
難
は
大
学
の
価
値
を
下
げ
た
。
ま
た
、
大
学
で
文
学
を

研
究
す
る
こ
と
ま
で
も
が
批
難
さ
れ
、
文
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
就
職

に
直
結
す
る
よ
う
な
授
業
が
必
修
と
な
り
、
以
前
の
よ
う
な
自
由
さ
は
失

わ
れ
て
い
っ
た
。
本
作
で
は
強
制
力
が
増
し
た
資
格
取
得
の
た
め
の
授
業

時
間
で
は
な
く
、
失
わ
れ
て
い
っ
た
自
由
な
活
動
の
で
き
る
時
間
を
あ
え

て
描
く
こ
と
で
、
休
憩
時
間
と
い
う
も
の
が
社
会
状
況
な
ど
の
周
辺
環
境
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と
の
関
係
性
が
変
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
価
値
や
長
さ
も
変
化
し
て
い

く
と
い
っ
た
性
質
を
も
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の

タ
イ
ト
ル
は
、
長
さ
が
他
の
時
間
と
の
関
係
の
な
か
で
決
定
さ
れ
る
休
憩

時
間
の
相
対
性
を
指
示
し
た
も
の
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
休
憩
時

間
に
限
ら
ず
、
時
間
と
い
う
も
の
が
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
と
の
関
係
性
の
中

で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
や
、
そ
れ
に
よ
っ
て
伸
縮
性
を
も
っ
て
い
る
こ

と
を
も
指
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
タ
イ
ト
ル
自
体
も
個
人
的
な
題

材
を
扱
っ
た
も
の
か
ら
、
普
遍
的
な
現
象
を
扱
っ
た
も
の
へ
変
化
し
て
い

る
。

お
わ
り
に

　

本
作
品
で
主
に
描
か
れ
る
一
九
一
九
年
前
後
の
文
学
部
は
、
学
生
の
自

主
性
を
重
ん
じ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
自
然
と
生
ま
れ
る
学
生
た
ち
の

思
想
の
ぶ
つ
か
り
合
い
は
、
何
者
か
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
る
こ
と
な
く
休

憩
時
間
の
教
室
と
い
う
自
由
空
間
の
も
と
で
混
在
し
続
け
て
い
る
。
学

生
た
ち
は
、
自
由
で
多
様
か
つ
積
極
的
な
運
動
性
を
有
し
た
も
の
で
あ

り
、
保
守
的
な
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
別
々
の
考
え
を
持
つ
学
生
や
学
生
監
と
い
っ
た
多
様
な
立
場
の
言
論
を
、

直
接
話
法
を
用
い
て
よ
り
正
確
に
描
く
こ
と
は
、
偏
り
な
く
中
立
に
教
室

内
の
出
来
事
を
描
く
こ
と
に
繋
が
っ
て
お
り
、
意
図
的
に
力
を
加
え
て
過

去
を
肯
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
「
青
木
南
八
」
か
ら
「
休
憩
時
間
」
へ
の
改
稿
は
、
詳
細
で
偏

り
の
少
な
い
語
り
と
、
作
品
の
題
材
を
個
人
的
な
も
の
か
ら
普
遍
的
な
も

の
に
す
る
と
い
う
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
現
在
の
文
学

部
が
社
会
状
況
に
左
右
さ
れ
、
学
生
に
対
し
て
支
配
的
な
指
導
体
制
を

行
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
を
よ
り
正
確
に
明
ら
か
に
し
、
批
判
す
る
こ
と

を
成
功
さ
せ
て
い
る
。

　

井
伏
作
品
で
よ
く
指
摘
さ
れ
る
ユ
ー
モ
ア
と
い
う
概
念
に
は
、
本
作
で

も
み
ら
れ
る
よ
う
な
積
極
的
な
皮
肉
が
内
在
さ
れ
て
お
り
、
単
純
で
明
る

い
「
喜
劇
」
で
は
な
い
。
近
年
の
井
伏
研
究
で
は
、
佐
藤
貴
之
「
「
替
え
歌
」

の
可
能
性　

井
伏
鱒
二
「
谷
間
」
論
」
（
『
日
本
近
代
文
学
』
二
〇
一
六
・
五
）

に
お
い
て
、
「
「
ユ
ー
モ
ア
」
と
い
う
定
評
で
漠
然
と
語
ら
れ
て
き
た
井
伏

の
〈
笑
い
〉
に
多
様
な
相
を
想
定
す
る
」
と
し
、
井
伏
作
品
の
ユ
ー
モ
ア

が
複
雑
な
構
造
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
本
論
で
は
、
い

ま
だ
研
究
の
進
ん
で
い
な
い
「
休
憩
時
間
」
を
、
言
説
研
究
の
手
法
を
用

い
て
考
察
し
、
本
作
の
ユ
ー
モ
ア
に
隠
さ
れ
た
大
学
の
指
導
体
制
に
対
す

る
痛
烈
な
批
評
性
を
見
出
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
研
究
は
「
休
憩
時
間
」
の
よ
う
に
、
先
行
作
品
か
ら
の
改
稿

を
経
て
生
成
さ
れ
た
作
品
の
批
評
性
が
、
改
稿
過
程
を
読
み
解
く
こ
と
で

よ
り
明
確
に
表
出
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
二
編
の
作
品
を
改
稿
に

注
意
し
つ
つ
読
む
こ
と
は
、
か
つ
て
い
た
学
生
た
ち
の
様
子
を
ユ
ー
モ
ラ

ス
に
描
い
た
作
品
と
い
う
、
読
者
が
抱
き
が
ち
な
「
休
憩
時
間
」
へ
の
印

象
を
壊
し
、
支
配
的
な
大
学
の
指
導
体
制
へ
の
疑
問
符
を
鮮
明
に
す
る
。

井
伏
作
品
の
改
稿
に
は
作
品
が
も
つ
批
評
性
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
作
用

が
加
わ
っ
て
い
る
の
だ
。
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「
休
憩
時
間
」
は
多
様
か
つ
自
由
で
自
発
的
な
学
生
と
、
そ
れ
ら
学
生

が
発
す
る
言
論
が
混
在
し
た
教
室
内
の
休
憩
時
間
を
描
き
な
が
ら
、
皮
肉

な
ユ
ー
モ
ア
を
通
し
て
、
学
生
や
大
学
の
在
り
よ
う
を
改
め
て
問
い
な
お

し
て
い
る
。

注

（
１
）
「
学
生
監
督
部
」
（
早
稲
田
大
学
編
輯
部
編
『
早
稲
田
大
学
創
業
録　

25
年

紀
念
』
同
大
学
出
版
部
、
一
九
〇
七
）

（
２
）
井
伏
鱒
二
「
「
休
憩
時
間
」
に
つ
い
て
」
（
『
井
伏
鱒
二
全
集
』
第
一
三
巻
、

筑
摩
書
房
、
一
九
九
八
）
。
初
出
は
一
九
五
〇
年
一
月
発
行
『
ユ
ー
モ
ア
ク

ラ
ブ
』
の
特
集
で
あ
る
「
愛
惜
自
選
六
人
集
」
に
発
表
と
推
定
さ
れ
る
が
確

認
で
き
な
い
た
め
、
全
集
よ
り
引
用
す
る
。

（
３
）
「
文
科
生
活
」
（
南
北
社
編
『
早
稲
田
生
活
』
同
社
、
一
九
一
三
）

（
４
）
注
（
に
同
じ
。

（
５
）
注
3
に
同
じ
。　

（
６
）「
文
学
科
」（
早
稲
田
大
学
編
輯
部
編
『
早
稲
田
大
学
創
業
録　

三
十
年
記
念
』

同
大
学
出
版
部
、
一
九
一
三
）

（
７
）
「
学
生
監
督
部　

附
学
校
衛
生
」
（
早
稲
田
大
学
編
輯
部
編
『
早
稲
田
大
学

創
業
録　

三
十
年
記
念
』
同
大
学
出
版
部
、
一
九
一
三
）

（
８
）
「
総
則
」
（
編
者
未
詳
『
早
稲
田
大
学
一
覧　

大
正
２
年
』
早
稲
田
大
学
、

一
九
一
三
）

（
９
）
三
宅
雄
二
郎
「
坪
内
逍
遥
氏
」
（
『
独
言
対
話
』
至
誠
堂
書
店
、
一
九
一
九
）

（
10
）
薄
田
泣
菫
「
島
村
抱
月
氏
を
悼
む
」
（
『
泣
菫
文
集
』
大
阪
毎
日
新
聞
社
お

よ
び
東
京
日
日
新
聞
社
、
一
九
二
六
）

（
11
）
本
間
久
雄
「
島
村
抱
月
先
生
の
こ
と
」
（
『
生
活
の
芸
術
化
』
三
徳
社
、

一
九
二
〇
）

（
12
）
本
間
久
雄
「
正
宗
白
鳥
論
」
（
『
高
台
よ
り
』
春
陽
堂
、
一
九
一
三
）
。
な
お
、

「
白
鳥
氏
の
諸
作
」
と
は
、
正
宗
白
鳥
「
何
処
へ
」
（
『
早
稲
田
文
学
』

一
九
〇
八
・
一
か
ら
四
）
を
含
む
、
本
書
発
行
以
前
の
白
鳥
の
複
数
作
品
を

指
す
。

（
13
）
佐
藤
輝
夫
「
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
」
（
新
潮
社
編
『
世
界
文
学
講
座
』

第
六
巻
、
同
社
、
一
九
三
一
）

（
14
）
佐
藤
輝
夫
「
ヴ
ィ
ヨ
ン
考
」（
東
京
帝
国
大
学
仏
蘭
西
文
学
研
究
室
編
『
仏

蘭
西
文
学
研
究
』
第
七
輯
、
白
水
社
、
一
九
二
九
）

（
15
）
伊
澤
信
平
「
正
岡
子
規
と
現
代
『
ア
ラ
ラ
ギ
派
』
」（
渡
辺
順
三
、
篠
田
太
郎
、

神
畑
勇
編
『
正
岡
子
規
研
究
』
楽
浪
書
院
、
一
九
三
三
）

（
16
）
高
浜
三
郎
「
文
学
部
」
（
『
早
稲
田
物
語
』
敬
文
堂
書
店
、
一
九
二
九
）

（
17
）「
文
学
部
の
巻
」（
東
京
帝
国
大
学
新
聞
社
編
『
当
世
大
学
生
気
質
』
未
来
社
、

一
九
二
六
）

（
18
）
注
17
に
同
じ
。

（
19
）
柳
澤
泰
爾
「
就
職
難
時
代
と
大
学
教
育
」
（
『
法
律
春
秋
』
一
九
二
九
・
六
）

（
（1
）
「
大
学
生
活
」
（
帝
国
大
学
新
聞
高
校
部
編
『
高
等
学
校　

進
路
と
展
望
』

考
へ
方
研
究
所
、
一
九
三
二
）

（
21
）
フ
レ
ッ
ド
・
デ
ー
ヴ
ィ
ス
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
の
体
験　

こ
と
ば
と
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意
味
」
（
間
場
寿
一
、
荻
野
美
穂
、
細
辻
恵
子
訳
『
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

の
社
会
学
』
世
界
思
想
社
、
一
九
九
〇
）

（
（（
）
注
21
に
同
じ
。

（
23
）
フ
レ
ッ
ド
・
デ
ー
ヴ
ィ
ス
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
と
社
会
」
（
間
場
寿
一
、

荻
野
美
穂
、
細
辻
恵
子
訳
『
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
の
社
会
学
』
世
界
思
想

社
、
一
九
九
〇
）

〈
付
記
〉
井
伏
の
文
章
の
引
用
は
、
初
出
の
確
認
が
で
き
ず
全
集
か
ら
の

引
用
と
な
っ
た
「
「
休
憩
時
間
」
に
つ
い
て
」
以
外
、
初
出
に
拠
っ
た
。

漢
字
は
新
字
体
に
改
め
た
。
引
用
文
中
の
〔
中
略
〕
、〔
後
略
〕
、
／
（
改

行
）
は
松
原
に
よ
る
。
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